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北
海
道
根
室
管
内
で
発
生
し
て
い
る
爆
音
へ
の
政
府
の
対
応
並
び
に
ロ
シ
ア
側
へ
の
働
き
か
け
に
関
す
る
質
問

主
意
書

北
海
道
根
室
管
内
で
、
本
年
の
春
以
降
、
原
因
の
わ
か
ら
な
い
爆
音
が
続
き
、
地
域
住
民
が
困
惑
し
て
い
る
問
題
に
関
し
、

六
月
十
七
日
、
根
室
市
は
爆
音
の
原
因
が
国
後
島
で
の
弾
薬
処
理
と
の
情
報
を
得
て
、
外
務
省
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
同
省
と

し
て
も
同
日
ロ
シ
ア
側
に
確
認
し
、
右
が
事
実
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質

一
七
七
第
三
二
三
号
）
で
は
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
三
年
七
月
八
日
内
閣
衆
質
一
七
七
第
二
八
五

号
）
の
送
付
後
、
平
成
二
十
三
年
七
月
八
日
夕
刻
、
在
京
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
館
か
ら
外
務
省
に
対
し
、
国
後
島
で
行
わ
れ
た
中

古
弾
薬
の
廃
棄
処
分
が
本
件
の
原
因
で
あ
り
、
軍
事
演
習
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
旨
、
ま
た
、
廃
棄
処
分
作
業
は
今
年
末
ま
で

に
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。
」
、
「
ロ
シ
ア
側
か
ら
の
回
答
に
対
し
、
外
務
省
か
ら
、
隣
接
地
の
住
民
に

対
す
る
配
慮
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
震
動
の
原
因
を
除
去
す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
先
方
は
、
本
国
政
府

に
伝
え
る
旨
述
べ
た
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

前
文
で
触
れ
た
答
弁
に
は
「
こ
れ
に
対
し
、
先
方
は
、
本
国
政
府
に
伝
え
る
旨
述
べ
た
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
件
に
関

し
、
現
時
点
で
ロ
シ
ア
側
か
ら
ど
の
よ
う
な
回
答
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
我
が
方
が
求
め
る

一



適
切
な
措
置
は
取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
同
様
の
弾
薬
処
理
並
び
に
爆
音
が
択
捉
島
で
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
事
実
関

係
を
外
務
省
は
把
握
し
て
い
る
か
。

三

二
の
択
捉
島
に
お
け
る
弾
薬
処
理
に
つ
い
て
、
外
務
省
と
し
て
ロ
シ
ア
側
に
停
止
を
求
め
て
い
る
か
。

四

三
に
対
し
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
現
時
点
ま
で
ど
の
よ
う
な
回
答
を
得
ら
れ
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


